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◇◆特 集◆◇ 

 
 
★東京都内の路上工事対策の取組について★ 

（東京都 建設局 道路管理部 監察指導課） 

 
 東京都内の路上工事は、道路交通量が多い、工事の密度が高い、埋設物件が輻輳してい

るなどといった非常に厳しい条件の中で施工されています。このような路上工事の特性を

ふまえ、全国に先がけて「東京都道路工事調整協議会」で実施している第一次～第三次の

「路上工事対策五箇年計画」の取組状況についてご紹介します。 
 
 
 

◇◆道路占用Ｑ＆Ａ◆◇ 

 

★移動等円滑化のために必要な道路の占用に関する基準について★ 
（国土交通省 道路局 路政課 道路利用調整室） 
 
 移動等円滑化のために必要な道路の占用に関する基準について解説する。 

 
 
 
◇◆ＴＯＰＩＣＳ◆◇ 

 

★高速道路における逆走事故とその対策について★ 
（西日本高速道路株式会社  

     保全サービス事業本部・保全サービス事業部 交通グループ） 

 
 高速道路における逆走は、全国の至る所で発生しており、ひとたび事故が起きればその

被害は甚大であり、社会的影響も非常に大きい。本稿では、NEXCO 西日本管内における逆

走の現況及び弊社での取り組み状況を報告するものであり、今後も多角的にこの問題につ

いて取り組んで参りたいと考えている。 
 

 



 

◇◆地域における道路行政に関する取組み事例◆◇ 

 

 
★自転車レーン設置による、自転車利用者と歩行者の通行分離の取り組み★ 

～国道 196 号自転車走行空間社会実験～ 
（国土交通省 四国地方整備局 松山河川国道事務所 計画課） 
 
 歩行者と自転車とを分離して、双方にとって安全で快適な通行空間の確保を図ることと、

車道上での自転車と自動車の分離方法の検証を目的に、一方通行の自転車レーン（幅1.75m、

緑色、自動車走行帯との境界には一定期間リブ付き区画線を施工）を仮設整備する社会実

験を実施しました。この実験による自転車の利用実態・交通量の変化や、通行に関しての

安全性・快適性について調査を行った結果を報告します。 
 
 

★ソフト施策による渋滞緩和の試み★ 

（栃木県 県土整備部 交通政策課） 
 
栃木県ではソフト施策による観光地の渋滞緩和を図るため社会実験を実施した。 
H21.10 には栃木県那須でパーク＆バスライド社会実験を実施し、H21.11 には栃木県日

光で交通規制による社会実験を実施した。ソフト施策による渋滞緩和の効果を紹介する。 
 

 
★鹿沼市における集中豪雨対策★ 

―「安全・安心なまちづくりを目指して」― 
（鹿沼市 都市建設部 道路維持課） 
 
 鹿沼市では、集中豪雨等の発生に備えた対策を実施し、市民との協働による安全安心な

まちづくりを推進しています。本稿では、冠水事後の再発防止に向けた取組みを紹介しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
◇ ◆編集後記◆◇ 

 

最近、めっきり辞書を使わなくなりました。 
わからない事があると、インターネットでの検索に頼ってしまい、辞書を引くという機

会が格段に減りました。漢字を書くこともまた然り。 
情報通信白書（平成 21 年版）によると、平成 20 年末のインターネット利用者数は、平

成 19 年より 280 万人増加して 9,091 万人になったそうです。日本の人口約 1 億 3000 万人

から考えると、約 70%の人がインターネットを利用しているとは驚きです。（この数値に関

してもインターネットを利用しました…本当に便利です。） 
 人の話をメモするとき、とっさに漢字が出てこないことがよくありませんか。わたしは、

大抵の場合、出てこないため、平仮名が重宝しています・・・。また、雰囲気は思い出す

ものの、考えても、考えても、どうしても正しく書くことができない漢字にもよく遭遇し

ます。逆に、普段書き慣れていない（何年も書いていない）はずの漢字が、意外にも書け

てしまうことが稀にあります。こういう時に、脳は活性化しているそうです。 
最近、脳科学に注目が集まっているようで、脳科学者といわれる方の記事などをよく見

ます。人の脳は、閃いたり気づいたりする時に活性化するようです。活性化の何がそんな

に良いって、モノ忘れや認知症の予防にいいとのこと。脳の活性化により、見た目の若返

りをちょっと期待したのですが、それはないみたいです…。残念。 
日常生活のなかで、料理は脳の活性化に良いといわれているようです。なんでも、「食材

を切る」「調理する」「盛りつける」など、手順を考えたり、計画的に進めたり、指先をは

じめとして全身を使うから、脳はフル稼働するようです。お料理が好きな人は、総じて脳

がイキイキしているのでしょうか。 
閃いたり、気づいたりするのは、自然体で集中して考えたり、人と議論したり、手を動

かしたりしている時のような気がします。インターネット等、便利な道具をかしこく活用

することも仕事を効率的に進めるためには必要ですが、新しいアイデアを生み出すために、

自分の頭を積極的に動かすことを疎かにせず、これからも地道に脳の活性化に努めたいと

思います。（４月は新年度のスタートなので、自分に“喝”の意味をこめて…。） 
（U） 

 


